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C /11 ) Ha四 ey Perloff, Lowdon Wingo Jr., 
“Natural Resource Endowment皿 dRegional Eco・
nomic Growth，” in Regional Development and 
Planning, ed. by John Friedmann, William Alonso 
(The M. I. T. Pr凶 s,1964). 



































かにしたとこ乃であるが f,・ 1 ＇，その要／.dt以下（！）





←一見したとこ九、 これらi土以「のよ.・， t.i --JJrt~で
友現できる i，ヅ7であるようにみえる九ミ止しれな
, ', トなわち， 1I i: :1を済吠H~または能不 2-:' (2，は
軍事的考膚：を、（31i土地域防差の縮小を，それぞれ
め5しており，それらit＇ィ、ずれも現在、資本主義











'.:;'~ I i士司 二恥 c，全く実質の諸原理［市iこ｛雪：'Jcli¥'l1i'1:
/; ,1/J,；己主れ －c', 心いことごある.， どL、うよりも，
：~－＇ I）ヒうたこと l土ご〆れまではどんど問題に 3 れた






























す I(! :, ）。
第三の；段適令!JI土，包頭，武漢， d抱一外iである。


























































( It 5 ) H. von Thiinen, Der isolierte Staal in 
Beziehu舟g auf Landwirtshaft und Nationaloko-
nomie (Hamburg, 1862) （近藤康男訳『孤立国』，昭
和31年〕。
（注6〕 A.Weber, C恥rden Standort der Indus-










はハーシュマンである（Albert0. Hirschmann, The 
Strategy of Economic De百elopment, New Haven: 














































































都市を問こうと「れば， より l{:.、Jそ貨の懐悦期間 賞問な出においてはるかに大であること。（21地域
／；＇，必要とふる。し治、も中 I~ に jぷ、て； ;t, 多くの場 開の不平等は富裕江田では消滅しつつあるが，食
台、鉄道にけ Iるト却の投資が加わらr 国な1qにおし、てはその傾向は逆であること。結論
中＼r.］；ニ J~ L、と「労働費指l1DJは ;r.t》iこ出rfi!tFド （！）正否はさておき I" 5 I，興味ある｜問題が提起され
を意味するこ名H11銀はi也域によって l•tiMiJにわが たといえ kうι
う ;l）けでiU(, 、が‘ 社会一般資本ヤ労働古にえ，tr lkJ連の資料山中iこ、 このテーマにかかわる比較
る消代則円供給などにむし、て， 新；1J出；よ［王十支にと 可能の続。汁ヂーケを兄L、だすことができる！｛）時
って主：1大き，， ＇負担となる。 それによれば，ヨ』ロッパにおいては Tifr得のj也域
資本主義市I］慢のもとにおいて！分散問子j とな 絡主；士宮裕な［cQにおけるよりも貧困な目におい
る地血!if上社主主誌におLてはあまり l'i題にならは てはるかに大である。そしてヨーロツ Jパの最も賞
、。社会主JをにおL、て｛1七地（） シャドー・寸弓イ 回収諸国におL、て約差i土拡大しつつあったっそし
スが汚えられ、 また正Lく；，Hniされるノくきでよりる 亡未開発山地域ト二it紡織， 金属， {If:属加工，化学
か，資本主誌における七地fr！日格， 1すに1fi¥r1iにおけ の；＼／~ 1；業はほとんど存｛Eせず， しかもそれらの産
る地削は特殊／にものであって， T:iし,J也怖がも見制要 業；土日裕.＋s:J也肢のすべてにおし、ておもな産業部門
閃となりやすL、（第I¥'2fi芳則、人このことは社会主：；，；；； と！仁 つ v亡L、fこ0 1，百己一i連Eヱ料はさぞ》に言う。：：！一ロ
に才j
, JIぜ‘でなが「｝？資半；主J’主I斗京℃み f》jLるti：会i下'rJ、 史的なパターン それは経済的向由主誌の時代




コソケ Lて九ヒろ 1 域1¥の十1t的右手IJ性は決定的にかわったが， 人iI 
資本主義諸問でとりあげられていふ地域栴差！ と資本の集中，特に輸送施：没は， ｝，－＼、経済的中心
の問題はわれわれの平一7 にかかわる予そこにお か「》山大きし、作動全妨げているn
i) 0大き L、格差はわれわれの問題における地域的 i礼会主英中間におU、てはどうであろうか。決定
集中をあんねしぅ－＇竺：土 i並である O i｛主山地域的定 住が完全に中央日十両当片に握られている以上，「大
中か地域格圭全生みがつ拡大させると v、う立fl去に さい移動Jfこ上 7 て「i「；海部－m集中という奇ー形的
おいてfiLj"3＇は同県｜立lf系をも＇） 0 したがず｝て A ，~Ll, 王lt象jをU文めることは，，r白色で、ある。 しかしそltが
れ山テーマどの聞係でレえ：t, 絡先心ミ大きいこ E 経涜成長にと，－， C ；・ラスするか否かはおもに評価
；土産業 lJ ，集Iドしてし、ることを；J~-1－土いろごとにな の期間〔タイム・ホライス、ン）にかかっている。少
なくとも短期的見地からみるかぎりマイナスの効
地域格差｛η問題全ld:t引こ1:起したのはじ・ミコ 果をもつことはru11・，かである（第VP-1君、！閉じ











































































































（注 1) T ,ouis Lefeber，“Regional Allocation of 
Resources in India，” in Pricing and Fiscal Policies: 
A Study in Method, ed. by P. Ros叩 stein-Rodan




（註 4) G. Mynlal, Economic Theory and Un-
derdeveloρed Regions (London, 1957) （小原敬土訳
『経済理論？と低開発地主主』，東洋経済新報社，lR和34年〉。





（注 6) UN, Dept.。fEconomic and Social Af-
fairs, l'roblems rゲ RegionalDevelopment and In-
dustrial Location in Europe, Economic Survey of 
Europe (1954). 
（注 7) Sargeant Florence, Post-iV ar Invest-
ment, [,1フcation and Size of Plant (Cambridge 

































jヰI位iょ，tにl司刀 1 2 》て移動するのでかれれのt_産十i：が
これは都市の最適規模/;1il (T)作イガト二 J 山、て。l土~ 7, ！）－；、A.そ（＇〕 Jtiり｜｜分ぷ ・7＇ラスとなるらJ~ぷり，













主す＼ ifrW:lJ也たるごミ村への；；i＂浮かん； tじめ上う r》
とれにつ＼ ＇て次の土勺え／ 1心；立をたてる。すなわ人，






l'ごあ iJ' 二れはJ:J,Iご＇－＇）ょうん： 7;／，台、川うえにノヒ




、レ＇‘＜ -仁ご (_h V、，
設付には－－t：地の人仁Jj扶ft7Jからみて足大i肢の人ll 
資本主主主諸国における現代の都市問題は多くのそ L て ：＼ ・－＇ c イ主川~ i〕ことノが住んでいる c




か＇l/lI過信j 土1，、う斤葉によ 1 て表現される現
ぞれ呉ふる意味における典型例である。っと人口／）；＼，ヤレ：tTEJ生産性の i：尽をもた （－， -tc 
と！／！ょくと Uf;1次さらに）5；ゴ＞J: .-, tcJif 支がふみ（
5カ年計四l邦Ii二:j]I，、て0付の人Il ;t{f.約ゴうれI)J七
・ti煉：，騒古f仁どの公言，台二七安！t，通勤象であるの百五 ii十、；市日什→~）人 i litそ，！）Jfj力I分よ-4三でt1:')bilL, 
Wlr，丹i水不足hどがそれにはいるつ現；＇1:われわれがil - ,.. ),- ! 1 - _,, 1,, I）少なかっ六二r, "', 









































































































れている課題である， 第 1次 5カ年計！河期およひ
それにつづく数年聞において，包頭， IおトI！，武漢
の人口は急増した。 これらはいずれも東経 110度












差を訂正づ、させ＜；， fJ, l,;'1犬させ乙かという hのである。苧
者はこれらの中から多くの示唆を得ている。とりわけ
地Jr~ :c,--;・ i1' Lこλ，てi説明しナ B.Oku日アfどにつL、て
そji山、える。 BernardOkun & Riciは rdW. Rich-
ardson，“ Regional Income Inequality and Internal 
Population Migration，” Economic Development 
and Cultural Cha，伊， Vol.9 (J組 ualy1961). 
(i:ニ3) C. B. Cressy, Land of the 500 Million 
(McGraw-Hill, 1955). 
( il 4) A. Le明 is，“EconomicDevelopment with 
Unlimited Supplies of Labour，＇’ Manchester School 
of Economics and Social Studies (May 1954). 



































































































1{i"i¥Jif.!il>lJ ('I ＇国語で「tJUi~年r,}tJ) ,n γ《 I. アに tもつもJ0 
中lL（にお；、ては二；／li t' 発電所の述i土じおける木
火選』.：＿ 17)問巴としてfr)f'-,1¥:された i i.わ：，， fri] 今
iQj:J;');J発屯所を：全試jる川；二、 水：）J によるた 1',:f
廷~， c.t コスト［;i向くつくが単位発屯コス Ht安し＼
火力はそのi並でふる J これをわれ；）i.jLのモテ，， ('. 
,.7〕1う係でみればー ＊力発若所；士 BJ出J二、火力だむ
！ホ土AJil,に十i、行寸ーる y 王世話（ • ' 2 ' ふ為氏、，J :, ' 
%＇.げ鈴 （，. 4＇司ぷ新1,I :i の諸1?(1文による土、市立年




小必、＇~ミである刀、を；fよる。 そして去、る -,i:'.Jl{f!;J,HJ 
j二を＇~するなら k力士たは沿海 ＇.（ と .'.J . , i立は；,r;ーで
あるつそれで； k;': ；！） 「.＇，tの年1:n をどのよ ）＇二
してきめる方、ソ，rJIではちくげiH)ifr Il午と7ζめら
れているようごあるん：， それはなんら北斗ジリ1l1t1;,1YJ






















(,' l ) A. ¥Ve！可r
(, 2) ! il:,!; l'l~J !( 1)J fJt:従前”はみ的幾w,1:;:su
u乙ij :i',.'<lc』，［958:i ({J :l Jlij)0 
Ci 3）年／＇，／，「 1Jl・＿－，1,1,ticf:f；汗，l'P,1,Ji~fl'l: :1:;:11'J ;i、
：·~n ＋：んたri ，』， 1%7 ：十日 17Jl;j 九
( ,I 4) ふiI ilc'.「i'＇；，（；：革命 ,f.lJlL h＇’CJが？？？ぷ，，1.及ね
じら、｛I'】 （I'1J( }: ft',ld, 1957 ：；九141！.；）。
C,i 5 ) :(U1i r十lゼ，＇，＇，＇I,I 1!iド1J1,fi;:1-r1:j以J（『，t:
ノ＼光’t巨』， 195711:x,21)1}. 












であ〆J うり ウコーパーの第 Iの理論体系である輪
よ〈資本主出7土会v・）干IJil問手（または利子〉にあた Q1賀指1,］とはおよそ以下のごとくである。
るu －！＿・ 二で，凶’日企主ゴJ'li.J今手IJi関与に上〆ノて＇，＇； I］り


























































































































i.: J＿；い C?;@'. .~れるものは国民経済的見地かんみ
た愉送コストであるので， このH¥J題は無視してよ
いであろう。
（パ I) Edgar Hoover, The Lucati川 Iof必・unum-
i, "lcti 1•ity ('.¥1cGraw Hill, J 948). 
C, 2) 長I:件i「中i瓦の貨物輸i.tJ（『rνr＊わ斉ム沼
















































































以トeはす／ ~ -c抗1次 5力年，fr1ibjfこf，』う考え，かで
ある勺 第 2次 5カ年J十画期に行なわれたことは呉
なった考察を裂オくしているっそのお Iit、l¥l:',8if 
；こ ~tJ持した合同的 t；鉄＇）くり運忌IJ, .ts上ひ用主と
して，／）桂1所lM1二｜メCt1，それであるし ？っr！を 7flti(I I経
済協「1リえにわけ， よとのそれぞれにおL、ご日ほ IヨL'. 
完結l下Jti::Tlf、体系を J コくろうとした それは幻；鏑
IJ :q1岡山＇・弘、なる地域において ι＇-til去しつるとい
.・, I下iH':にた f , C ＇.、る、 しカ‘し4:」良山子・－ cと，：) l},j
係；二：sレて， Wl1'=1に／h •】たことは， hi工以i十lト二十
分な資i原が Tが｛I:：し tcし、ということでふ，／二。 ll158
平における全［l~的／仁鉄J い：り：延長)J し＇） if古来， j仁成 i
ようにたっぐ鉄道によ－・， :1,:-J I~ L l人
いlifにおける鉄近輸送J)出乱山 .L正！と i:. ！たっ
と山第三；.t, I ~!58 年 iこ実行されようと L た発む
所主主投における 1}(.:l火従，，の転、燥である。 ；お liうこ
λヴq:,j-f両i：ニ：5 ，，、てはおiしく建；泣3れとふ発富市山
lfjfij!'r'.J 大；＇ I＼介：tイi/Jl火力による 4,vりでふす川そ f 'it 
l古川i土：＃iL：佳ぃ止され心工業山電 ｝J合係’1』－jるt-.
,h；二連di.：.＇された J そ山こと iE次（I）」つのこと ｛；－：；マ
心一lるコ：l';lに， 屯力はよf：地決定cl1 'J:・＂制対土 it ／，：、
りえ午いっ 第三に， それにもカ必尋わ九ず． -WI災官
t!J;'（よ＇1字｛£が新しい工業にとって一・ )(I 1il,l,;HIJ聖一回と
















i/ 'I LI(/) 1'然資源に関する故大；の問題（／） .つは，
J/;]1主治込支店ト分 r／，，，..、ということである。大慶ω
石川iによ J P 亡象徴されるように， 産業立地の基本
条件企版本的にかえるような大発見が今後もひき
がふ、； Jなされる 1iJ能性が存在する。 このことをわ
れわれは常に汚販のうちに人hておく必要があろ
(,il)Walterl日ard，“SomeLocational l・ actors 
i rt tl，、e Iron awl Steel Industry since the Early 
Nineteenth Century," Journal of PolitiιIl Fa, 
f/011小 LVI(1948). 
(,I 2) i\\J•JIIJ)[II 心的に必7荒川： i"li ：イiイ：1q山製 rム，
こど＇ !,-Y，’ ( ！よ I /: I・ ＞ケ i : JcIJ( I 
( !l :, ) f. 1. Thiincn. 
fィl4 ) I：＇人 l·~ I! r;lι1958>1 1211 ,l 1 n 
































































































ソ関係が悪化Lた 1960年頃を障として異な ＂） だ局
面が生まれ， それは焦眉の急を要する重要問題と
なったであろう。 1969年には中ソの国境問題が軍










XI 結 lli "'j 
経済活動び）能率またい経済成長の極大化という
見地からみるとき，産業立地選択にとって社会主
義は，資本主義よりすぐれた制度であるといえよ
う。しかし討会主義が現実によりすぐれたものと
なるためには今後解決されねばならない多くの問
題があるο 中国の計画当局が産業立地の選択によ
って達成し上 i〕とする f1探は明示されてレるが，
それはあ士りに抽象的でふり， また多慌てある。
46 
それを具体的な立地に結びつけるための研究が必
要である。
経済成長極大化のためには投資を東部の沿海地
市に集中するのが有利である。ただ中国の国土の
広大さと今後における工業の発展を考慮tこ入れる
とき，分散化の必要性が生まれる。投資の集中と
分散の相対的有利性を決める最大の要因は，投資
ブ Jd ドの豊百さである。また，この一般的命題
にかかわらず，産業部門別によって異なった問題
がある。これらのテ｝マにかかわる研究の進歩は，
産業丘地選択のft理性を実現するために最も強く
要求されているところである。
夜業立地の基礎的条件となるものは天然資糠と
鉄道の分布である。資源については今後における
い，そうの調査が必要であり，鉄道については今
後における建設の方向が問題となる。
悶境および少数民族問題は中閣の計画当局にと
って続要である。ただわれわれにとって問題とな
るのは， それがどのような経済上のコストを伴う
かずある。
社会主義中国においても産業立地選択に関して
l~t- ・ 1詰善の解答を求めることは困難きある。そし
て経済的側面かんみるかぎり，それはおもに timぐ
preferenceにかかってヤる。
中間の経済地理および産業立地の問題に関する
研究はきわめておくれた状態tこある。それは内外
ともに言えることである。今後における研究の進
歩がまたれるゆえんである。
（海外調笠員一一一在アン・プーパー〉
